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３３ 教教 育育 総総 務務 課課
（（１１））令令和和５５年年度度 学学校校教教育育基基本本方方針針

■■ 『『学学校校教教育育ススロローーガガンン』』

おかや子育て憲章及び岡谷市教育大綱に掲げた教育理念のもと、

少子高齢化、グローバル化が進む現代社会の中で、一人ひとりの個

性、人格、人権を尊重しながら、個々の能力、適性に応じた教育を

推進し、魅力と活力ある学校づくりを推進します。

更に、知識を基盤としながら、思考力・判断力・表現力などの知

識を活かす能力を高め、自ら主体的に学び、たくましく生き抜くこ

とのできる力を養います。

■■「「学学校校教教育育 ４４つつのの重重点点」」

１１ 未未来来をを切切りり拓拓くく確確かかなな学学力力のの定定着着

〇基礎基本の学力の定着と思考力・判断力・表現力及び学びに向かう力の醸成

〇グローバル社会に対応する人材の育成

〇ＩＣＴを活用した学習の研究・実践

２２ 地地域域にに根根ざざししたたふふるるささとと学学習習のの推推進進

〇岡谷スタンダードカリキュラムの推進

〇地域に開かれた学校づくりの推進

〇家庭教育の支援

３３ 自自立立とと共共生生ににつつななががるる豊豊かかなな心心とと健健ややかかなな体体をを育育むむ教教育育活活動動のの充充実実

〇人権教育・道徳教育の充実

〇特別支援教育の充実

〇困難な悩みを抱える児童生徒への支援

〇高等学校以上の教育との連携

〇体力向上と健康教育の推進

４４ 笑笑顔顔でで安安心心ししてて学学べべるる教教育育環環境境のの整整備備

〇安全･安心の教育 検討

〇学校施設・設備の充実（学校施設の長寿命化計画の推進）

相即不離

生生きき抜抜くく力力とと創創造造力力、、知知的的好好奇奇心心溢溢れれるる心心豊豊かかななひひととづづくくりり

◎◎ふふるるささとと岡岡谷谷ののひひとと・・もものの・・こことと・・こここころろとと紡紡ぐぐ

令令和和５５年年度度 岡岡谷谷市市教教育育委委員員会会 学学校校教教育育のの重重点点項項目目

・・アアフフタターーココロロナナをを見見据据ええたた安安全全・・安安心心なな学学校校経経営営へへのの支支援援

・・異異年年齢齢のの子子どどももたたちちををつつななぐぐ、、川川岸岸学学園園構構想想のの推推進進

・・ をを活活用用ししたた個個別別最最適適なな学学びびとと協協働働的的なな学学びびのの充充実実

・・岡岡谷谷ススタタンンダダーードドカカリリキキュュララムムにによよるるふふるるささとと学学習習のの実実践践

・・イインンククルルーーシシブブ教教育育をを基基盤盤ととししたた特特別別支支援援教教育育のの充充実実

・・安安全全快快適適なな学学習習環環境境整整備備

（（岡岡谷谷田田中中小小エエレレベベーータタ等等整整備備、、北北部部中中トトイイレレ洋洋式式化化改改修修））

成長保障学力保障
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（令和５年５月１日現在）

区    分

男 女

川   岸   小

（兼務者）

神　 明　 小

（兼務者）

小 井 川 小

（兼務者）

岡谷田中小

（兼務者）

湊         小

（兼務者）

長   地   小

（兼務者）

上 の 原 小

（兼務者）

小    計

岡谷西部中

（兼務者）

岡谷北部中

（兼務者）

岡谷南部中

（兼務者）

岡谷東部中

（兼務者）

小    計

※（　）は兼務者で上段の本務者には含まれない

中
　
学
　
校

小
　
学
　
校

合

計

養

護

教

諭

養

護

助

教

諭

講

師

事

務

職

員

小

計

小

計

部

活

動

指

導

員

②②　　学学校校教教職職員員数数

心

の

教

室

相

談

員

県　　　　　　　　　　　費

図

書

館

司

書

給

食

調

理

員

栄

養

教

諭

市　　　　　　　　　　　費
ス

ク
ー

ル

サ

ポ
ー

ト

ス

タ

ッ

フ

ス

ク
ー

ル

サ

ポ
ー

ト

ス

タ

ッ

フ

自

立

支

援

教

室

自

立

支

援

員

合         計

業

務

員

特

別

支

援

教

育

支

援

員

校

長

教

頭

教　諭

学  校  名

事

務

職

員

栄

養

職

員

栄

養

職

員
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⑦⑦　　人人口口及及びび児児童童生生徒徒数数のの年年比比較較

(毎年５月１日現在）

児童数（Ｂ）
増減
指数

生徒数（Ｃ）
増減
指数

児童生徒数
合計（D）

人口対比
（D／A）

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

元

元

中    学    校

年度 人口（Ａ）
増減指数

平成元年を
100とした場合

小    学    校 小中学校
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⑪⑪
　　

学学
校校

給給
食食

実実
施施

状状
況況

児 童 ・ 生 徒 数

職 員 数

計

調 理 室

倉 庫

戸 棚

控 室

パ ン ・ 牛 乳 置 場

通 路 そ の 他

計

消 毒 保 管 庫

食 器 洗 浄 機

野 菜 裁 断 機

球 根 皮 剥 機

高 速 度 ﾐ ｷ ｻ ｰ

冷 蔵 庫

冷 凍 庫

牛 乳 保 冷 庫

給 湯 設 備

ガ ス 回 転 釜

焼 物 機

川
岸

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

神
明

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

小
井

川
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

岡
谷

田
中

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

湊
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

長
地

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

上
の

原
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

西
部

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

北
部

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

南
部

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

東
部

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

　
◎
給

食
費

　
※

給
食

日
数

が
各

校
違
う

た
め

、
月

額
は

平
均

値
を

掲
載

◎
米
飯
給
食

H
2
7
年
度
～

R
4
年
度

3
3
0
円

R
5
年
度

R
5
年

度
3
5
5
円

3
1
0
円

5
,
9
0
1
.
9
円

5
,
3
7
6
.
3
円

4
,
7
8
8
.
5
円

5
,
4
3
1
.
3
円

4
,
7
9
5
.
4
円

H
2
7
年

度
～

R
4
年

度
2
9
0
円

5
,
5
3
4
.
4
円

5
,
4
9
3
.
1
円

4
,
8
2
9
.
9
円

5
,
4
7
2
.
5
円

4
,
8
2
6
.
4
円

4
,
7
6
8
.
8
円

5
,
5
6
1
.
9
円

H
2
2
年

度
～

H
2
6
年

度
2
8
0
円

平
成
2
4
年
4
月
1
日
～

週
３
回

H
2
2
年
度
～

H
2
6
年
度

3
2
0
円

4
,
8
6
9
.
6
円

5
,
4
7
3
.
3
円

平
成
1
4
年
4
月
1
日
～

週
２
.
７
５
回

昭
和
5
5
年
1
0
月
1
日
～

週
２
回
 

平
成
3
年
4
月
1
日
～

週
２
.
５
回

4
,
7
7
4
.
6
円

5
,
4
9
3
.
3
円

小
学

校
（

完
全

給
食

）
中

学
校

（
完

全
給

食
）

昭
和
5
2
年
4
月
1
1
日
～

週
１
回

年
度

月
額

単
価

（
一

食
分

）
年

度
月

額
一
食
分
の
単
価

中 学 校

S
.
3
3
.
7
～

S
.
2
2
.
1
2
～

S
.
3
6
.
4
～

S
.
2
8
.
1
1
～

計

小 学 校

S
.
2
8
.
4
～

S
.
4
2
.
4
～

S
.
2
6
.
4
～

S
.
2
6
.
2
～

S
.
2
6
.
4
～

S
.
2
8
.
1
1
～

S
.
4
8
.
4
～

(
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
）

給
食

人
員

給
食

施
設

（
㎡

）
給

食
設

備

給
食

開
始

年
月

日
備

　
考

5
,
4
6
5
.
6
円

　
　

5
,
1
7
4
円

5
,
5
0
0
.
0
円

4
,
8
8
8
.
6
円

4
,
8
6
4
.
4
円

4
,
8
6
1
.
0
円
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⑫⑫　　学学校校医医・・学学校校歯歯科科医医・・学学校校薬薬剤剤師師

総合管理医・保健管理医

川
岸
小

木下 真理子 梅垣 油里 春山 洋 大滝 祐吉 百瀬 恵治 日岐　さゆり

神
明
小

今村 均 梅垣 油里 春山 洋 笠原 恒久 三井 義久 林 力廣

小
井
川
小

朱 尚孝 小口 直彦 林 秀行 名和 孝行 笠原 初雄 小口 裕史

岡
谷
田
中
小

今井 智彦 梅垣 油里 林 秀行 前川 雅美 林 三雄 高橋 克典

湊
　
小

小口 直彦 林 秀行 岡村 淳也

長
地
小

小野 博正 梅垣 油里 林 秀行 太田 宅哉 牛山 尚也 御子柴 美智子

上
の
原
小

米山 大 小口 直彦 林 秀行 早出 啓子 林 潤太郎 池波 寛

岡
谷
西
部
中

米山 大 小口 直彦 春山 洋 藤森 恒美 浦野 順 横内 功晴

岡
谷
北
部
中

片倉 智 小口 直彦 林 秀行 小口 久雄 小口 順司 花岡 孝次

岡
谷
南
部
中

秋田 眞吾
（R4.4.1）

梅垣 油里 林 秀行 宮坂 伸 山田 元彦 丸田 哲

岡
谷
東
部
中

濱 弘毅 小口 直彦 林 秀行 太田 宅哉 林 隆廣 大澤 美香

※(　)内は委嘱年月日

○
○

令和５年４月１日現在

薬剤師

笠原 忠夫

山崎 正彦

歯　　科内　科・外　科

小野 博正

薩摩林 恭子

今井 清泰

向山 茂雄

岡谷下諏訪歯科医師会 岡谷市幸町4番10号
岡谷市医師会 岡谷市中央町二丁目5番22号

藤岡 泰正

耳鼻咽喉科 眼　　科

林 晋一郎

稲村 いづみ

酒井 宏

(内科医）

花岡 淳一

細川 浩一
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（（３３））学学校校施施設設
　　　　①①　　学学校校建建物物保保有有面面積積

非木造 計
一人当り

面積
第１ 第２ 計

一人当り
面積

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

川　 岸

神　 明

小井川

岡谷田中

湊

長　 地

上の原

小計

西　 部

北　 部

南　 部

東　 部

小計

　　②②　　学学校校敷敷地地保保有有面面積積

校舎敷
地

屋外運動
場

その他
実験実
習地

㎡ ㎡ ㎡

川　 岸

神　 明

小井川

岡谷田中

湊

長　 地

上の原

小計

西　 部

北　 部

南　 部

東　 部

小計

（令和５年５月１日現在）

建　物　保　有　面　積

校舎等 屋内運動場

木造

小
学
校

㎡

中
学
校

合計

（令和５年５月１日現在）

校地総面積

校地内訳

左のうち借用地
校地の一人当り

面積

小
学
校

㎡ ㎡ ㎡

中
学
校

合計

区 分

学校名
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校　舎　名 建築年 構造階 保有面積㎡ 合計面積㎡ 備　　　考

管理教室棟 H21耐震改修
特別教室棟
教室棟中 H18耐震改修
教室棟西 H20耐震改修
第一体育館 H18耐震改修
第二体育館 H18耐震改修
給食室
１棟教室棟 H12大規模改修
２棟教室棟 H13大規模改修
３棟教室棟東 H24耐震・大規模改修
３棟教室棟西 H24大規模改修
第一体育館 H18耐震改修
第二体育館
給食室 S53増築H12大規模改修
教室棟 H16耐震改修

管理教室棟 H16耐震改修

西体育館 H17耐震改修
東体育館
特別教室棟 H24耐震改修
普通教室棟南 H24大規模改修H27増改築
普通教室棟北 H24大規模改修
大体育館
小体育館
給食室 H24大規模改修
学童クラブ棟
普通教室棟
特別教室棟
昇降口棟 H21耐震改修
体育館
管理教室棟 H23大規模改修
教室棟南 H23大規模改修
教室棟中東 H23大規模改修
教室棟中西 H23耐震改修
特別教室棟 H17耐震改修
小体育館
大体育館
給食室
普通教室棟南
普通教室棟中 H18災害復旧改修
普通教室棟北 H18災害復旧改修
特別教室棟南
特別教室棟中
特別教室棟北
昇降口棟
大体育館 H18災害復旧改修
給食室昇降口棟
管理教室棟 H28耐震改築
昇降口棟
特別教室棟
第一体育館
第二体育館 H29耐震改築
１棟普通教室棟
２棟特別教室棟
２棟普通教室棟
３棟特別教室棟
管理教室棟
体育館 武道場を含む
給食室
管理教室棟
給食室棟
北校舎 H19耐震改築
体育館 武道場を含む
１棟普通教室棟東 R3管理教室棟大規模改修
１棟普通教室棟西 R3管理教室棟大規模改修
２棟普通特別教室棟
特別教室棟 H22耐震改築
昇降口棟 R3管理教室棟大規模改修
第一体育館 H16耐震改修
第二体育館 H18耐震改修
給食室
中間教室 H22新設
エレベーター棟 R3新設

長地小学校

神明小学校

上の原小学校

北部中学校

西部中学校

川岸小学校

南部中学校

東部中学校

中
　
　
学
　
　
校

③③　　学学校校建建物物棟棟別別保保有有面面積積（（主主要要棟棟））

学校名

小
　
　
　
　
学
　
　
　
　
校

小井川小学校

岡谷田中小学校

湊小学校
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⑤⑤
小小
中中
学学
校校

施施
設設
等等

主主
要要

整整
備備

状状
況況

（
平
成
２
７
年
度
～
令
和
４
年
度
）

年
度

学
校

名
Ｈ
２
７

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９

Ｈ
３
０

Ｒ
元

Ｒ
２

Ｒ
３

Ｒ
４

小 学 校

川
岸

体
育

館
非

構
造

部
材

脱

落
防
止
工

事

ガ
ス
管
入

替
工
事

駐
車
場
等

改
修
工
事

体
育

館
放

送
機

器
修

繕

工
事

受
水
槽
修

繕
工
事
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（（４４））専専門門委委員員会会等等

①① 岡岡谷谷市市就就学学支支援援委委員員会会 （担当：子ども総合相談センター）

１ 内容

岡谷市教育委員会の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審議する。

就学教育相談及び支援に関すること。

就学先及び就学義務猶予等の判断に関すること。

就学後の教育支援に関すること。

また、前項に規定するもののほか、児童生徒等の就学及び教育支援に関する事項について、

教育委員会に対し、意見を述べることができる。

②② 岡岡谷谷市市いいじじめめ問問題題対対策策連連絡絡協協議議会会 （担当：子ども総合相談センター）

１ 内容

いじめの防止等に関係する機関及び団体相互の連絡調整を行い、当該機関及び団体の連携の推進

のために必要な事項を協議する。

２ 組織

協議会は、委員１５人以内をもって組織し、いじめの防止等に関係する行政機関の職員、団体の代

表者その他岡谷市教育委員会が必要と認める者のうちから、教育委員会が委嘱し又は任命する。

【委 員】児童相談所、警察署、人権擁護委員、民生児童委員、市ＰＴＡ代表、

臨床心理士、スクールソーシャルワーカー、

岡谷市子ども教育支援チーム「いじめ・人権部会」チーム員

③③ 岡岡谷谷市市いいじじめめ問問題題対対策策調調査査委委員員会会 （担当：子ども総合相談センター）

１ 内容

いじめの防止等の対策を実効的に行うための調査研究や重大事態に係る調査を行う。

２ 組織

委員会は、委員５人以内をもって組織し、学識経験者その他教育委員会が必要と認める者のうち

から教育委員会が委嘱する。

【委 員】精神科医師、弁護士、臨床心理士、社会福祉士、精神保健福祉士

委員会が行う重大事態等における調査体制の強化のため、調査等をサポートする「いじめ問

題調査委員」を必要に応じて設置する。

④④ 岡岡谷谷市市子子どどもも教教育育支支援援チチーームム （担当：子ども総合相談センター）

１ 目的

長期欠席及びいじめ人権問題を含む児童生徒の教育課題を解決するため、調査研究や支援を行う。

２ 内容

長期欠席児童生徒の支援に関すること

いじめ問題への対応に関すること

学校諸問題への対応に関すること

その他児童生徒の教育課題に対する調査研究及び支援に関すること
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３ 組織図

⑤⑤ 岡岡谷谷市市小小中中学学校校子子どどもものの自自立立支支援援委委員員会会 （担当：子ども総合相談センター）

１ 内容

（１）各校における委員会計画や活動状況の把握

（２）学校現場の視点からの教育課題の検証、研修

（３）子ども教育支援チームとの連携、実践

（４）その他、長期欠席児童生徒に係る課題、人間関係力や自己肯定感の高揚等、子どもの自立

支援に関すること（ 、アセス、ソーシャルスキルトレーニング、 プログラムなど）

⑥⑥ 岡岡谷谷市市いいじじめめ防防止止対対策策推推進進委委員員会会 （担当：子ども総合相談センター）

１ 委員会の趣旨

小中連携の『いじめ根絶子ども会議』を中核とし、市内の全ての学校で児童生徒活動を継続的

に行い、「いじめ根絶」に向けての意識を高める。

また、岡谷市子ども教育支援チームのいじめ・人権部会との連携のもと、本市における基本方

針を受け、学校現場の視点から検証し、各校における実践に繋げる。

⑦⑦ 岡岡谷谷市市小小中中学学校校生生徒徒指指導導推推進進委委員員会会 （担当：子ども総合相談センター）

１ 目的

岡谷市の小学校、中学校、高等学校、家庭、地域社会が密接な連携を取りながら、相互に協

力し合い、生徒指導等についての対策の充実と徹底を図り、児童生徒の健全育成に資する。

２ 内容

（１）各学校の生徒指導の実態や課題に即した対応と推進、連絡調整、情報交換

（２）長期休業中（夏休み・冬休み・春休み）における生徒指導の申し合わせ事項の検討及び

きまりの作成と実践

（３）「豊かな心を育てるために」の実践的な活用についての啓発

（４）校外指導活動（地域活動）の推進
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委員会が行う重大事態等における調査体制の強化のため、調査等をサポートする「いじめ問
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（５）生徒指導研修に関する活動（年１回）

（６）児童生徒の健全育成に関する支援と協力

（７）生徒指導関係機関や関係諸団体（警察、民生児童委員、保護司等）、ＰＴＡ、校長会、高等

学校との連携

⑧⑧ 岡岡谷谷市市小小中中学学校校情情報報教教育育委委員員会会 （担当：学校教育）

１ 内容

・児童生徒及び教職員の、情報処理・加工能力を高め情報発信する能力を養うため、情報教育機

器の有効な活用のあり方を研究する

・情報モラルの育成と小中を見通した市内情報教育年間指導計画を作成する

・各校の情報機器利用における問題点を究明し、改善策を提言する

⑨⑨ 岡岡谷谷市市学学校校図図書書館館教教育育推推進進委委員員会会 （担当：教育企画）

１ 内容

読書センターとして、また、学習・情報センターとして機能する学校図書館づくりに積極的に取

り組むことにより、学校及び家庭における児童生徒の読書活動の充実を図り「豊かな心」と「自ら

学ぶ力」の育成に資する。

・児童生徒の読書活動の幅を広げ、読書体験を深めるための活動

・読書・学習・情報センターとしての学校図書館づくり

・学校図書館でのコンピューター活用にかかわる課題等の検討

・読書指導及び学校図書館運営に関する研修・情報交換

・岡谷市子ども読書活動推進会議など読書活動に係わる各種団体との連携

⑩⑩ 岡岡谷谷市市学学力力向向上上推推進進委委員員会会 （担当：学校教育）

１ 内容

・知識や技能の活用という分野を中心に、学力向上に向けた各学校の取組状況を把握し、教育課

題や学習指導の課題を明確化し改善する

・分析結果等を基に本年度の学力向上・授業改善の具体的な取組計画を作成する

・調査結果に基づいた各校の分析結果から、市全体の分析及び改善の視点を探る

⑪⑪ 岡岡谷谷市市外外国国語語活活動動推推進進委委員員会会 （担当：学校教育）

１ 内容

・平成２３年度より完全実施された小学校外国語活動の授業が、各学校で円滑に推進できるよう

支援活動を行う。

・令和２年度より完全実施された小学校 ・ 年生の外国語活動及び ・ 年生の外国語科の授業

が、各学校で円滑に推進できるよう支援活動を行う。

⑫⑫ 岡岡谷谷市市道道徳徳教教育育推推進進委委員員会会 （担当：学校教育）

１ 内容

・各学校において、道徳教育の方針を持ち、道徳教育推進教師を中心に、学校として組織的に道

徳教育が推進できるよう、道徳教育改善に向けた取り組みを行う。

・道徳の教科化を視野に入れながら、今後の道徳教育の内容等を研究する。

⑬⑬ おおかかやや絹絹結結ププロロググララムム推推進進委委員員会会 （担当：学びの創生・連携支援室）

１ 目的

幼保小接続期連携を目的とした、「おかや絹結プログラム」の実践を推進する。

２ 組織

（小学校関係）校長会代表、教頭会代表、１学年担任代表、特別支援教育コーディネーター

（保育園・幼稚園関係）公立保育園より各１名
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（（５５））学学校校評評議議員員

１ 内容

評議員は、学校が保護者や地域住民等の信頼に応え、家庭や地域と連携協力し一体となって子ど

もの健やかな成長を図る観点から、校長の求めに応じて学校運営に関し意見を述べ、地域に開か

れた特色ある学校づくりの推進に資する。

・保護者や地域住民等の意向を把握・反映すること

・保護者や地域住民等の協力を得ること

・学校運営の状況等を周知するなど学校としての説明責任を果たしていくこと

（（６６））岡岡谷谷市市通通学学路路安安全全対対策策会会議議

１ 会議について

市内小中学校の通学路の安全確保に向け、安全対策に係る一連の取り組みを定めた「岡谷市通学

路交通安全プログラム」に基づき、関係機関が連携し、継続的な推進を図ることを目的としている。

２ 会議の任務

会議は、岡谷市通学路交通安全プログラムの実現に向け、市内小中学校の通学路の安全対策の総

合的な検討、協議及び調整を行う。

＜具体的な内容＞

・危険箇所の抽出、合同点検の実施

・安全対策の検討

・安全対策の実施

・ＰＤＣＡによる改善、充実

３ 会議の組織

会議は、教育総務課長を会長に委員２５名以内で組織し、教育委員会が任命又は委嘱する。

＜メンバー＞

【会 長】教育総務課長

【副会長 】委員から互選 （校長会長）

【委 員】岡谷市小中学校長会会長

岡谷市小中学校教頭会長

岡谷市小中学校生徒指導推進委員会委員長

保護者代表（ＰＴＡ連合会会長）

地域住民代表（関係区長）

道路管理者（国道事務所、県建設事務所、市土木課）

岡谷警察署

その他市及び市教育委員会の職員

【事務局 】教育総務課
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①① 子子どどもも総総合合相相談談セセンンタターー

子どもが自ら成長しようとする“子どもの育ち”全般に関する相談を総合的に受け付

け、各機関と連携し個々の状況に応じた助言や指導を行う。

センター業務の一環として、諏訪湖ハイツの分室にフレンドリー教室、各中学校に中

間教室を設置するほか、カウンセリング体制の充実を図り、連携支援に努める。

（１）場 所 岡谷市役所 階 教育総務課内

（２）開設日時 土･日･祝祭日を除いた ～

（３）業務内容

・就学支援に関する総合調整に関すること

・学校、家庭及び関係機関との連携に関すること

・学校諸問題に関する総合的な教育支援及び相談支援に関すること

・岡谷市いじめ問題対策連絡協議会に関すること

・岡谷市いじめ問題対策調査委員会に関すること

・岡谷市子ども教育支援チームに関すること

（４）年度別の相談件数

年度 年度 年度 年度

相談実数

相談延べ件数

（５）令和 年度の相談状況（延べ件数）

相談対象者
乳幼児

園児
小学生 中学生 高校生 一般 合計

年度

年度（参考）

内容 就学相談 身体障害 発達障害等 虐待 育児・教育

年度

年度（参考）

内容 長期欠席 問題行動 家庭環境 その他 合計

年度

年度（参考）

②② 分分室室

幼児及び児童･生徒の不適応行動は近年ますます複雑化、多様化してきている。教職員

や保護者、子どもが抱えている悩みや心配ごとに対して幅広く積極的に相談を受け、と

もに考え助言･指導を行う。

子ども総合相談センターの分室として、本庁と連携した相談支援体制を心がける。

（１）場 所 岡谷市長地権現町 おかや総合福祉センター 諏訪湖ハイツ 内
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（２）業務内容

・通常相談業務 土･日･祝祭日を除いた ～

・保育園・幼稚園・学校への訪問、連携支援

・いじめ、長期欠席、生徒指導等の問題に関する調査研究、資料収集

・専門カウンセラーによる教育相談

毎月 回 一人あたり 分（予約制）

③③ フフレレンンドドリリーー教教室室・・中中学学校校中中間間教教室室

学校と家庭を結ぶ中間的な教室で、専任の自立支援員により、学校復帰並びに社会的

な自立に向かおうとしている生徒を支援するため、必要な活動や相談等を行う。

（１）対 象 者 岡谷市の中学校に在籍し、支援を必要とする長期欠席者及び登校した

くてもできない生徒（小学生も相談に応じる）

（２）場 所 フレンドリー教室…岡谷市長地権現町

おかや総合福祉センター 諏訪湖ハイツ 内

中学校中間教室…市内 中学校

（３）開設日時 土･日･祝祭日を除いた ～ （各学校と相談）

（４）年間開設日数 中学校の登校日に準ずる

（５）通室生の状況（フレンドリー教室、中学校中間教室の総計）

令和 年度 通室児童生徒数

学年
小 学 生 中 学 １ 年 中 学 ２ 年 中 学 ３ 年 合 計

岡谷市

市 外

令和 年度 復帰児童生徒数

学年
小 学 生 中 学 １ 年 中 学 ２ 年 中 学 ３ 年 合 計

岡谷市

市 外

④④ 心心のの教教室室

生徒が悩み等を気軽に話せ、ストレスを和らげることのできる第三者的な存在となり

得る相談員を中学校全校に配置し、生徒の悩み相談や自主的生活の支援を行うとともに、

小学校への派遣を行う。スクールソーシャルワーカーと連携した家庭訪問事業について

も、積極的に展開する。

⑤⑤ ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー

長期欠席児童生徒対策の一環として、家庭環境や対人関係等で複層的な悩みを抱える

ケースに対し、粘り強くきめ細かな支援を継続するために、ソーシャルワークの手法を

取り入れ、家庭訪問によるアプローチや学校への対応助言を行う。また、スーパーバイ

ザー的な役割に立ち、支援者の連携によるチーム支援を推進する。
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⑥⑥ ススククーールルカカウウンンセセララーー（（専専門門カカウウンンセセララーー））

臨床心理に関して、高度で専門的な知識と経験を有するスクールカウンセラーを学校

に派遣し、児童生徒や保護者へのカウンセリングや教職員への相談と助言を行い、いじ

めや長期欠席等の問題の解決と予防にあたる。

なお、県費スクールカウンセラー事業の仕組みを生かし、特別支援教育の観点から、

市内小・中学校で活動している臨床心理士等に対し、市費で専門カウンセラーを委嘱。

域内ネットワークの一層の強化を図り、より多くの視点や関わりを得て合理的配慮の提

供につなげ、インクルーシブ教育システム構築に資する。

⑦⑦ 就就学学支支援援・・特特別別支支援援教教育育・・幼幼保保小小連連携携

（１）就学支援

巡回訪問相談、就学教育相談、就学支援委員会・同小委員会、発達検査の実施

（２）特別支援教育

小中学校への特別支援教育支援員の配置（ 名）、ＬＤ・ＡＤＨＤ等児童の

ニーズ把握調査、多層指導モデル「ＭＩＭ」教材の活用推進、副学籍制度の推進

（３）幼保小連携

幼保小園長校長懇談会の開催、子ども発達支援センターとの連携、岡谷市特別

教育支援コーディネーター等連絡会の開催、障がい児保育検討委員会への参加と

助言、関係機関との連携

令和２年度から園・校関係者による検討を重ね、令和３年度、幼保小接続期連携

のためのアプローチ＆スタートカリキュラム「おかや絹結プログラム」を策定した。

同プログラムは園校接続期の大切な視点を「１１の育ちの芽」、「４つの育ちの根」

及び２０の活動例でまとめている。

（（８８））岡岡谷谷ススタタンンダダーードドカカリリキキュュララムム

岡谷スタンダードカリキュラムは、地域の「ひと、もの、こと、こころ」の資源を活

用した学びを推進するため、各校の教科活動において日常的、普遍的に活用することの

できる学習コンテンツとして、平成２８年度に本市独自に構築した。

諏訪湖をはじめとする豊かな自然、製糸の歴史とものづくりのまち、武井武雄や小口

太郎などの偉人、御柱等々、ふるさと岡谷には豊富な学習素材があり、総合的な学習の

時間や理科・科学や社会・歴史などの教科・領域において学習要素に取り入れることで、

子どもたちが郷土に誇りを持ち、ふるさと回帰の心を育むことをねらいとしている。

学習コンテンツは、教育総務課配属の主任指導主事が構築し、現在、３２０（小学校

２５０、中学校７０）の学習コンテンツを用意し、各校で実践している。

【実践例】

・それいけカニロボちゃん （４年生：総合的な学習の時間）

カニ型多脚ロボットを遠隔操作するプログラミング教育（平成２７年度から）

・世界に歩みだした日本～製糸王国岡谷と片倉兼太郎～（６年生：社会科）

製糸王として名を馳せた兼太郎の歩みを通して、岡谷の製糸業、日本の近代化を学ぶ。

・動いちゃだめよお蚕様（２年生：算数）

学校で育てている蚕の成長する様子を観察しながら、物の長さの測り方を学ぶ。

（２）業務内容

・通常相談業務 土･日･祝祭日を除いた ～

・保育園・幼稚園・学校への訪問、連携支援

・いじめ、長期欠席、生徒指導等の問題に関する調査研究、資料収集

・専門カウンセラーによる教育相談

毎月 回 一人あたり 分（予約制）

③③ フフレレンンドドリリーー教教室室・・中中学学校校中中間間教教室室

学校と家庭を結ぶ中間的な教室で、専任の自立支援員により、学校復帰並びに社会的

な自立に向かおうとしている生徒を支援するため、必要な活動や相談等を行う。

（１）対 象 者 岡谷市の中学校に在籍し、支援を必要とする長期欠席者及び登校した

くてもできない生徒（小学生も相談に応じる）

（２）場 所 フレンドリー教室…岡谷市長地権現町

おかや総合福祉センター 諏訪湖ハイツ 内

中学校中間教室…市内 中学校

（３）開設日時 土･日･祝祭日を除いた ～ （各学校と相談）

（４）年間開設日数 中学校の登校日に準ずる

（５）通室生の状況（フレンドリー教室、中学校中間教室の総計）

令和 年度 通室児童生徒数

学年
小 学 生 中 学 １ 年 中 学 ２ 年 中 学 ３ 年 合 計

岡谷市

市 外

令和 年度 復帰児童生徒数

学年
小 学 生 中 学 １ 年 中 学 ２ 年 中 学 ３ 年 合 計

岡谷市

市 外

④④ 心心のの教教室室

生徒が悩み等を気軽に話せ、ストレスを和らげることのできる第三者的な存在となり

得る相談員を中学校全校に配置し、生徒の悩み相談や自主的生活の支援を行うとともに、

小学校への派遣を行う。スクールソーシャルワーカーと連携した家庭訪問事業について

も、積極的に展開する。

⑤⑤ ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー

長期欠席児童生徒対策の一環として、家庭環境や対人関係等で複層的な悩みを抱える

ケースに対し、粘り強くきめ細かな支援を継続するために、ソーシャルワークの手法を

取り入れ、家庭訪問によるアプローチや学校への対応助言を行う。また、スーパーバイ

ザー的な役割に立ち、支援者の連携によるチーム支援を推進する。
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（（９９））学学童童ククララブブ運運営営事事業業（厚生労働省／放課後児童健全育成事業）

保護者が就労等により昼間家庭にいない児童等を対象に、適切な遊びと生活の場を与え、その健全

な育成を図ることを目的として、市内７小学校で 学童クラブを設置・運営する。

本市では、平成 年４月に岡谷市学童クラブ条例を施行し、学校休業日の利用料に加えて学校登

校日の利用料を有料化した。また、平成 年度より対象学年を小学６年生まで拡大するとともに、

開設時間を延長した。

令和２年度より、川岸小学校学童クラブを２クラブ体制に変更した。

１ 入所できる児童等

市内小学校の１年生から６年生までの児童

長野県諏訪養護学校の小学部の児童及び中学部の生徒

市長が特に入所の必要を認めた児童等

２ 利用できる保護者の要件

保護者（父母等）及び児童等と同居している 歳未満の親族（祖父母等）が、下記のいずれかに

該当する場合（父母が下記に該当しても、 歳未満の同居親族が該当しない場合は利用できない。）

昼間、会社等で働いており、家庭で児童等を養育できない場合

昼間、自営業に専従しており、家庭で児童等を養育できない場合

その他（特例として認める場合がある。）

① 病気・身体障がい等により、昼間、家庭で児童等を養育できない場合

② 家族の介護・看護により、昼間、家庭で児童等を養育できない場合

③ 妊娠による体調不良、産前・産後の入院などにより、昼間、家庭で児童等を養育できない場合

④ 就学（職業訓練校等）の時間帯と重なり、昼間家庭で児童等を養育できない場合

⑤ ひとり親家庭で、児童等の帰宅時間に保護者が求職活動をしている場合（入所後３ヶ月以内に

就職先が決まらない場合は退所）

３ 開設日・開設時間

区分 開設日 休み 開設時間

学校

登校日
月曜日～金曜日

・入学式、卒業式の日

・臨時休校日

下校時～

午後６時 分

学校

休業日

・土曜日

・長期休業日（夏休み、年末年始休み、

春休み）

・学校の振替休業日、計画休業日

・日曜日

・国民の祝日

・お盆（ ～ ）

・年末年始（ ～ ）

午前７時 分～

午後６時 分
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４ 使用料

階層 区 分
学校登校日

（月額）

学校休業日

（日額）

第１ 生活保護世帯（単給世帯を含む。） 円 円

第２ 前年度分の市町村民税非課税世帯 円 円

第３ 前年度分の市町村民税非課税世帯かつ母子世帯等である世帯 円 円

第４ 前年度分の市町村民税所得割非課税世帯 円 円

第５
前年度分の市町村民税所得割非課税世帯かつ母子世帯等である

世帯
円 円

第６ 前年度分の市町村民税所得割課税世帯 円 円

※同じ月に同一世帯で複数児童が同時利用した場合の使用料…２人目は 、３人目以降は に減免

５ 施設概要、登録児童数 （令和５年４月１日現在）

学校登校日、学校休業日 単位：人

名称
開設

年月日

施設

面積

（㎡）

職員数 登録児童数

備考指導員 補助

指導員

学校

登校日

学校

休業日

川岸小学校第１学童クラブ
余裕教室

川岸小学校第２学童クラブ

神明小学校第１学童クラブ 独立施設

神明小学校第２学童クラブ  余裕教室

小井川小学校第１学童クラブ  独立施設

小井川小学校第２学童クラブ  余裕教室

岡谷田中小学校第１学童クラブ  
独立施設

岡谷田中小学校第２学童クラブ  
湊小学校学童クラブ  併用施設

長地小学校第１学童クラブ  
独立施設

長地小学校第２学童クラブ  
上の原小学校学童クラブ  余裕教室

障がい児学童ひかりクラブ  独立施設

合 計

※施設面積は学童クラブ室の面積とする。但し、湊小学校学童クラブは併設施設の面積を含む。

土曜日（岡谷田中小学校第１学童クラブで拠点実施） 単位：人

名称
開設

年月日

施設

面積

（㎡）

職員数

登録児童数 備 考指導員 補助

指導員

土曜学童クラブ

障がい児学童ひかりクラブ

合 計

（（９９））学学童童ククララブブ運運営営事事業業（厚生労働省／放課後児童健全育成事業）

保護者が就労等により昼間家庭にいない児童等を対象に、適切な遊びと生活の場を与え、その健全

な育成を図ることを目的として、市内７小学校で 学童クラブを設置・運営する。

本市では、平成 年４月に岡谷市学童クラブ条例を施行し、学校休業日の利用料に加えて学校登

校日の利用料を有料化した。また、平成 年度より対象学年を小学６年生まで拡大するとともに、

開設時間を延長した。

令和２年度より、川岸小学校学童クラブを２クラブ体制に変更した。

１ 入所できる児童等

市内小学校の１年生から６年生までの児童

長野県諏訪養護学校の小学部の児童及び中学部の生徒

市長が特に入所の必要を認めた児童等

２ 利用できる保護者の要件

保護者（父母等）及び児童等と同居している 歳未満の親族（祖父母等）が、下記のいずれかに

該当する場合（父母が下記に該当しても、 歳未満の同居親族が該当しない場合は利用できない。）

昼間、会社等で働いており、家庭で児童等を養育できない場合

昼間、自営業に専従しており、家庭で児童等を養育できない場合

その他（特例として認める場合がある。）

① 病気・身体障がい等により、昼間、家庭で児童等を養育できない場合

② 家族の介護・看護により、昼間、家庭で児童等を養育できない場合

③ 妊娠による体調不良、産前・産後の入院などにより、昼間、家庭で児童等を養育できない場合

④ 就学（職業訓練校等）の時間帯と重なり、昼間家庭で児童等を養育できない場合

⑤ ひとり親家庭で、児童等の帰宅時間に保護者が求職活動をしている場合（入所後３ヶ月以内に

就職先が決まらない場合は退所）

３ 開設日・開設時間

区分 開設日 休み 開設時間

学校

登校日
月曜日～金曜日

・入学式、卒業式の日

・臨時休校日

下校時～

午後６時 分

学校

休業日

・土曜日

・長期休業日（夏休み、年末年始休み、

春休み）

・学校の振替休業日、計画休業日

・日曜日

・国民の祝日

・お盆（ ～ ）

・年末年始（ ～ ）

午前７時 分～

午後６時 分
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（（１１００））放放課課後後子子どどもものの居居場場所所づづくくりり事事業業（文部科学省／放課後子ども教室推進事業）

市内全７小学校で、全ての児童を対象に、放課後に学校施設を活用して子どもたちの安全・安心な

居場所を設け、地域住民の知識や教養を伝える交流活動等を実施することにより、地域社会の中で子

どもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進するとともに、参画する地域の方々の生き甲

斐づくりを推進する。

事業の実施にあたり、各小学校区に地域住民を中心とする運営委員会を設置し、小学校区ごとに、

地域の特色を生かした独自の事業内容を企画・運営する。

なお、文部科学省・厚生労働省が推進する「放課後子ども総合プラン」に基づき、子どもたちが多

様な体験・活動の機会を得られるよう、学童クラブとの連携による総合的な放課後対策を推進する。

１ 開催予定 （令和５年５月１日現在）

小学校区 名称 開設年月日 年間開催予定

川岸小学校 とちっ子ひろば 平成 年 月（モデル校） 回

神明小学校 神明っ子 はばたき ラボ 平成 年９月 回

小井川小学校 おいかわっこ 平成 年７月 回

岡谷田中小学校 あやめ基地 平成 年５月（モデル校） 回

湊小学校 あそぼう日 平成 年７月（モデル校） 回

長地小学校 おさっちあ 平成 年６月 回

上の原小学校 うえのはらっぱ 平成 年６月 回

（（１１１１））岡岡谷谷子子どどもも未未来来塾塾事事業業（文部科学省／地域未来塾）

市内全４中学校で、苦手教科の解消や勉強の習慣づけをしたい中学２年生を対象に、教員ＯＢや地

域住民などが講師となり、パソコン教室の学習支援ソフトを活用して英語・数学の学習サポートを行

う。また、小学５年生を対象に加え、市内全７小学校の夏休みに算数の講座を実施し、学習支援を行

う。

１ 開催予定 （令和５年５月１日現在）

中学校名 年間開催予定

岡谷西部中学校 英語７回、数学７回

岡谷北部中学校 英語７回、数学７回

岡谷南部中学校 英語７回、数学７回

岡谷東部中学校 英語７回、数学７回

岡谷子ども未来塾（５年算数） 年間開催予定

全７小学校 各校で夏休みに２回
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